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研究成果の概要（和文）：先行研究で構築した放射線治療部門データベースのデータ項目の検討，改訂を行った．改訂
したデータ項目に合わせて放射線治療部門データベースシステム（基本＋各論データベースシステム）を更新した．放
射線治療症例全国登録のfeasibility studyを行った．平成23年7月から9月にかけて、35施設から14,484症例のデータ
を集積し，解析を行った．放射線治療の診療内容に関して，小線源治療，高精度治療や照射線量などにおいて施設規模
で差異を定量的に観察できた．また，他のがん登録とデータ連携できるシステムの開発を行った．

研究成果の概要（英文）：The data elements for radiation oncology database were revised and the radiation o
ncology database using the data elements were updated. The database consists of two parts (common part and
 site-specific part). We conducted a feasibility study on the national registry for radiation oncology. Be
tween July and September 2013, 14,484 patients treated with radiation in 2012 were registered from 35 inst
itutions.
The database can link data from separate databases (hospital-based cancer registries, population-based can
cer registries, and site-specific cancer registries).
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１．研究開始当初の背景 
 
がん治療の3本柱の一つである放射線治療

の推進はがん対策推進基本計画の中でも重
点課題として挙げられている．近年，放射線
治療分野では技術の高度化、患者数増加によ
り治療情報が大量に発生しており，各施設の
治療部門では情報の管理，保管が重要な責務
となっている．IT（Information Technology）
化の進展により，独自にデータベース（以下
DB: Database）システムを開発し，情報の管
理，保管を行っている施設が増加し，またい
くつかの企業から DB を含めた放射線治療部
門情報システム（以下，治療 RIS: Radiology 
Information System）が提供され始めており，
正確で詳細な情報の管理，保管が可能となっ
ている．一方でこれまでは放射線治療症例情
報に関する標準的な登録様式，項目は確立さ
れておらず，各放射線治療部門 DB は独自の
登録様式，項目で情報を登録，管理していた． 
これまでに研究分担者の手島が委員長、研

究代表者も委員を務めている日本放射線腫
瘍学会（以下 JASTRO: Japanese Society for 
Therapeutic Radiology and Oncology） DB
委員会，上記 IHE-J RO WG，第 3 次対がん手
島班が連携して，放射線治療症例情報の標準
フォーマットの策定を行った．さらに平成 20
年～22 年の基盤研究 C（課題番号: 20591495）
において，上記委員会，研究班と共同で標準
フォーマットを使用した放射線治療部門デ
ータベースを開発し，JASTRO ホームページ
から自由にダウンロード可能とすることで，
各放射線治療施設の部門システムの整備を
支援してきた． 
臓器横断的に治療を行い，治療機器等から

正確なデータが抽出できる放射線治療情報
は，がん診療情報において重要な役割を果た
す．一方厚生労働省の政策で標準化が進めら
れている院内がん登録，地域がん登録には放
射線治療の項目がほとんどない．さらに各学
会主導の全国登録（臓器別がん登録）が詳細
な診療データを収集しているが，放射線治療
分野の全国的登録は行われていない． 
 
 
２．研究の目的 
 
 がん対策推進基本計画で重点課題とされてい
る放射線治療の推進の基盤となる放射線治療部
門DBを発展させた，放射線治療の質評価のため
の全国的な放射線治療症例情報の集計・公開を
行うデータベースシステムを構築する．さらに
既存のがん登録（地域がん登録、院内がん登録、
臓器別がん登録）とのデータ連携を進め，がん
登録全体の質向上に貢献する． 
 
 

３．研究の方法 
 
(1) 全国登録データ項目の改訂 

疾患共通部分である基本 DB の項目内容
を再検討する．現状の治療に沿った項目
に改訂する．対象 5疾患（乳癌，子宮頸
癌，食道癌，肺癌，前立腺癌）の疾患固
有部分（各論 DB）のデータ項目を症例全
国登録を視野に入れ順位付けを行う．さ
らに放射線治療専門医申請の実績とし
て評価可能な項目を設定する．データ項
目は JASTRO ホームページで公開する． 
 

(2) 全国登録ソフトウェアの改訂とデータ
公開システムの構築 
改訂したデータ項目に合わせて入力ソ
フトウェアを開発する．データ入力側の
負担の大幅軽減も目的とする．開発した
ソフトウェアは JASTRO ホームページで
公開する．解析データの公開を目的とし
た Web サイトを作成する． 
 

(3) 全国登録の運用 
本格的な全国登録に先駆けて、放射線治
療症例全国登録の feasibility study を
行う． 
 

(4) 治療 RIS への標準フォーマット装填の共
同開発 
放射線治療部門 DB システムの開発：標
準フォーマットを用いた放射線治療部
門 DB システムを開発し，各施設の部門
システムの整備を支援する． 
 

(5) 他がん登録とのデータ連携システム開発 
他のがん登録システムとのデータ連携
システムの開発を行う． 

 
 
４．研究成果 
 
(1) 全国登録データ項目の改訂 

基本 DB 改訂を行った．従来の基本 DB と
の整合性，各論 DB との接続性を検討し
た．さらに外科学会が NCD で進めている
ような専門医申請の実績として評価可
能な 22 項目を選定し，放射線治療実績
DB として抽出可能にした．5疾患の小作
業部会を開催し，各論 DB の改訂を行っ
た．3 段階の優先順位を設定した．レイ
アウトの調整を行い，全国登録に向けた
登録作業の短縮を目指した． 
 

(2) 全国登録ソフトウェアの改訂とデータ
公開システムの構築 
改訂したデータ項目に合わせて入力ソ
フトウェアを開発した（図 1）．データ入



力側の負担の大幅軽減も目的とし、ソフ
トウェアのレイアウトの変更、自動入力
支援機能を追加した．開発したソフトウ
ェアを JASTRO ホームページで公開した．
解析データの公開を目的としたWebサイ
トを作成した． 
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図 1 データベース概要 

 
(3) 全国登録の運用 

2013 年 7月から 9月にかけて、放射線治
療症例全国登録の feasibility study を
行った。35 施設から 14,484 症例のデー
タを集積し、解析を行った。診療内容（過
程）は、照射方針、小線源治療、高精度
治療や照射線量などにおいて施設規模
で標準治療の浸透を含めて差異を定量
的に観察できた。また、専門医や指導医
実績評価のための分析も可能であった。 
 

(4) 治療 RIS への標準フォーマット装填の共
同開発 
治療 RISに基本 DBや各論DBを装填する
よう治療RIS開発企業への働きかけを継
続して行った．現時点で DB 項目はかな
り組み込まれており，データは自動提出
される仕組みとなってきた． 
 

(5) 他がん登録とのデータ連携システム開発 
放射線治療症例全国登録ソフトウェア
と院内がん登録支援ソフトウェア
Hos-CanR Plus とのデータ連携について，
実際の登録データにてデータの連携が
可能であることを確認した（図 2）． 
 

 
図 2 院内/地域がん登録とのデータ連携 
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